




















夜間 8H 断水（22：00 〜 06：00）1980/9/9 〜 1980/9/9/28　第 2 次*制限給水









　・　今日から夜間 8H 断水（22：00 ～ 06：00）*3 だが、23：30 位までいる。




　　*3 第 2 次制限給水開始。
1980/9/10（水）風強、曇、晴
　・　農業委員帰る。風はまだ強い。突風性、波もあり。
　・ 　夜、断水作業のため、21：30 役場に行く。22 時 5 分前に出動。第 1 班、班長はアーサーさん *、班
員は私一人。支庁*2 前、裏、電電*3 前、東町と栓を止めて行く。作業は約 30 分、時間は左程かから
なかった。
　　* 村政確立（1979 年）（延島、1999a ～）後も、多くの東京都派遣職員・併任職員により村役場の運
営が行われていた（表 1）。
　　*2 東京都小笠原支庁旧庁舎
　　*3 現 NTT 局舎前
1980/9/11（木）晴、風、波あり
　・ 　朝、05：30 起きて断水開けに行く*。既にアーサーさん*2 がやってあって、1 ヶ所残すだけ、すぐ
終る。朝は明るいし、開けるだけだから速い。
　　* 8 月上旬便で出産する妻と 2 人の子を内地（延島、1999d ～）に連れて行き、清瀬職員住宅で単身
生活をしていた。支庁食堂を利用することもできたが自炊した。
　　*2 野澤信行職員の通称。　　　　　
表 1　小笠原村職員配置表（一般職）（抄）（昭和 55 年 10 月 1 日）
区　分 派 遣 職 員 固 有 職 員 併 任 職 員
建設水道課 課長
佐々木　純
建設係 係長 主事 技師
古橋雷太 延島冬生 篠田千鶴男
上下水道係 係長 技師 技師 技師 技師 技師






















　　*3 初代おがさわら丸（3540t,20.7 ノット、定員 1041 名、東京父島間所要時間 28 時間）
1980/9/14（日）晴







　・ 　今日から断水箇所が変る。清瀬都住（延島、1999b）1 ～ 3, 郵政公舎、支庁長公舎*。アパートは各














　　* ホンダスーパカブ 50cc 中古を所持、四輪車は所持せず。
1980/9/18（木）晴 *

































































　　* 3 当時、戦前 2 村あった父島を一島一集落復興とし、大村（東町、西町）、清瀬、奥村を集落地域と
呼び、公共サービスを限定していた。扇浦浄水場と亜熱帯農業センターは、発電所から電柱を建て、
自家用電気を使っていたので、電柱、電線の保守・管理も自前であった。　　　　　












　　* 夏は 8：00 ～ 12：00, 13：30 ～ 17：00 昼休み 1.5H。
　断水時間 10 時間 14：00 〜 16：00, 22：00 〜 06：00
1980/10/2（木）晴、風
　・　今日から昼間の断水に入る。午後 2 ～ 4 時迄 *。






　　 　父島は時雨ダム完成（昭和 51 年 3 月）以来初めての水不足に見舞われています。8 月 5 日に第 1 次
制限給水を開始してから、もう 2 カ月近くになりますが、期待された降雨がありませんでした。その
ため、…解除の見通しはついておりません。


























　　* 清瀬職員住宅 1-7 号棟、教職員住宅。1-3 号棟は 4 階建で屋上に高架水槽、4 号棟はプレハブ 2 階建
て 2 世帯背中合わせの住宅が現 8 号棟前広場隅に 6 戸あった。




　　* 断水作業（断水時間 11 時間 14：00 ～ 16：00, 21：00 ～ 06：00）、記載なし。
　　*2 上下水道料金納入通知書兼請求書（3 連）、毎月検針後作成、翌月 10 日頃配布。
1980/10/10（金）晴
































　10/15 〜第 3 次制限給水　断水時間 15 時間 10：00 〜 16：00, 21：00 〜 06：00
1980/10/16（木）晴
　・　ははじま丸で助役*、課長母島へ。
　・　バルブ締め。昼 10 時～ 16 時は長い*2。うっかり忘れそうになる。夜、バルブ締め。
　　* 安藤光一助役
　　*2 10/15 ～第 3 次制限給水。断水時間 15 時間 10：00 ～ 16：00, 21：00 ～ 06：00 となる。
1980/10/17（金）晴、にわか雨
































































　18 時間断水 8：30 〜 16：00, 19：30 〜 06：00
　　（給水時間 6 時間 朝 2.5, 夜 3.5H　6：00 ～ 8：30, 16：00 ～ 19：30）
1980/11/1（土）曇
　・　今日から制限給水 * 強化。8：30 にバルブを締める*2,*3。出勤してすぐだ*4。
　・　ははじま丸交換便を出す。午後、はじま丸出迎え。
　　* 「水事情のお知らせ　この節減率 50% が予定のとおり達成されますと有効貯水量が 0 になるのは 12
月下旬となります」（小笠原村、1980b）。
　　*2 断水時間 18 時間 8：30 ～ 16：00, 19：30 ～ 06：00
　　　（給水時間 6 時間 朝 2.5, 夜 3.5H　6 ～ 8：30, 16 ～ 19：30）
　　* 3 現地ルポ「ダムの貯水量は、満水時の 17.9% に減少しており、相変わらず、晴天が続いているも




　　*4 勤務時間 8：00 ～ 12：00, 13：00 ～ 16：30（冬期時間）
1980/11/2（日）雨*
　・　朝起きると雨、山がけぶっている。だいぶ降ったようだ。20 何ミリと言っていた。







　・　振興課* へ行く。写真ができていた *2 ので、振興課と衛生局水道課*3 へ届ける*4。
　　* 東京都総務局行政部小笠原振興課





























　 　春は…雨量は前半少な目で後半（4 月）243.5mm を観測し、戦後 1 位の多雨を記録
した。
　 　梅雨期は異例の空梅雨に終わった。この傾向は 10 月一杯続いた。即ち干天少雨のた
め、5 月の雨量が 15.5mm, 6 月も 10.5mm とそれぞれ戦後少雨 1 位を記録した。
　 　夏から秋にかけても異常干天少雨傾向が続いた…このため水不足が深刻化し、節水、
農作物の被害は戦後最大の規模となった。
　 　初冬は…347.5mm の雨量（戦後 3 位の多雨）を観測した。このため水不足は一度に
解消された。後半は…雨量は少ない。
　 　1980 年の降水量 1037.5mm 過去 10 年の平年値 1220.7mm（小笠原総合事務所ら、
1981a）













・ 　『小笠原諸島の概要』（小笠原総合事務所ら、1981d）によると 1980/4/1 小笠原村人
口（母島を含む。）在来島民 137、帰島島民 646、その他 812 人合計 1595 人、1980 年
国勢調査人口、父島列島（父島）1411 人、給水区域内人口は 1980/4/1 住民基本台帳


















区分／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月間給水量 
（m3/月）* 18,692.6 17,523.6 18,603 18,339 19,995 14,720 11,815 11,924 12,558 
1日平均給水量 
（m3/日）
519 584 600 611 645 475 381 397 419
給水人口 
（人）*2 1,442 1,462 1,395 1,413 1,449 1,469 1,477 1,318 1,436
1人1日当り給水 
量（L/日/人）
360 399 430 432 445 323 258 301 292
　* 給水量は調定金額を表す。
　*2 給水人口は短期滞在者を含むが、表 5 観光客数は含まれていない。
　　『小笠原諸島の概要』（小笠原総合事務所ら、1981b）から訂正抜粋。















国官舎、都立大）、清瀬（都住 1-5 号棟・2 戸建、職員住宅 1-7 号棟、教職員住宅、職
住 4 号棟はプレハブ 2 階建て 2 世帯背中合わせの住宅が現 8 号棟前広場隅に 6 戸あっ
た）、奥村（都住 1-2 号棟、職員住宅平屋 20 戸）、屏風谷 *
　* 1）宮之浜道村分譲地は未だ無かった。
　  2 ）清瀬都住 6 号棟以降は未だ無かった。清瀬職員住宅 8 号棟以降は未だ無かった。
1 戸建の支庁長公舎があった。国官舎は郵政宿舎以外は未だ無かった。清瀬村分譲
地は未だ無かった。
　　3 ）奥村村分譲地は未だ無かった。村営住宅 2 号棟は無かった。高校は奥村高台に
あった。
　　4）屏風谷より南方の扇浦、北袋沢に住んでいる人はいたが給水区域外であった。
・ 　水道メータ個数　約 600 基 *。都住 240 戸、職住（156 戸＋ 12 室）の集合住宅が多
く、個人住宅は 43 戸と小笠原諸島返還以前からのものが多かった（小笠原総合事務所
ら、1981c）。
　　* 後出のチラシでは「父島の水道使用者 583 件」としている（小笠原村建設水道課、
1980）。
4．給水制限の経緯
（1）表 4 のとおり、給水制限期間は 110 日（うち断水日数 59 日）となった。第〇次制限給






用量減少期待値である。削減率で、第 1 次（15）→第 2（30）→第 3 次（50）% として
いたようである。
・　一方、10/22 ダム総貯水量が父島 16.7% に対して母島 73.4%（小笠原村、1980b）と両
島が同時に渇水に悩まされることはなかった（表 4）。この後も父島だけ又は母島だけ制
限給水という状態が何度か生じているが、母島では未だ時間断水したことがない。
・　「有効貯水量が 0 になるのは 12 月下旬となります。」（小笠原村、1980b）と『村民だよ



















6 月 26 日 77.1 83
7 月 20 日 60.3
8 月 5 日 第 1 次制限給水 15.0 給水管バルブ減圧操作 35
8 月 19 日 40
9 月 9 日 第 2 次制限給水 30.0 
第 1 次制限給水 + 夜間 8H 断水 
（22：00 ～ 06：00）
23
10 月 2 日
昼間断水追加  断水時間 10 時間 
（14：00 ～ 16：00, 22：00 ～ 06：00）
5
10 月 4 日 22 78
10 月 7 日
夜間断水強化  断水時間 11 時間 
（14：00 ～ 16：00, 21：00 ～ 06：00）
8
10 月 15 日 第 3 次制限給水 50.0 
断水時間 15 時間 
（10：00 ～ 16：00, 21：00 ～ 06：00）
17
10 月 22 日 16.7 73.4
10 月 25 日 16
11 月 1 日
断水強化   断水時間 18 時間 
（8：30 ～ 16：00, 19：30 ～ 06：00）
6
11 月 7 日 第 1 次制限給水 16
11 月 22 日 制限給水解除 内、断水日数 59 日 110



















・　村民だより（小笠原村広報紙）1980 年 1 月～ 12 月 *
1）水道メーター周辺の清掃を !! No.135 昭和 55 年 2 月 29 日　
2）水道週間のお知らせ No.136 昭和 55 年 5 月 31 日
3）水事情のお知らせ No.137 昭和 55 年 6 月 30 日
4）水の日・水の週間八月一日～七日 No.138 昭和 55 年 7 月 31 日
5）水事情のお知らせ No.140 昭和 55 年 10 月 4 日
6）水事情のお知らせ No.141 昭和 55 年 11 月 1 日









・ 　第 1 次制限給水（本管バルブ操作による減圧操作）で心配されたのは、（プロパン）
ガス湯沸器の不点火であった。当時は飲食店、民宿以外は殆ど設置されておらず、設
置エリアも奥村、大村の低平地故影響はほとんど無かったようである。
・ 　第 1 次制限給水前、大口需要者（短期滞在者を抱える建設会社の飯場、宿泊施設 *、
寮等）に以下のお願い文を配布した。
　「　　　　　　　殿
　　　 父島の水道使用者 583 件のうち 33 件（5.7%）で使用量の 47% を占めております。
大口需要者（1 カ月 100m3 以上）の皆様方には、特に節水にご協力をお願いいた
します。




* 『小笠原諸島の概要』（小笠原総合事務所ら、1981f,g）によると、1981 年 4 月父島で宿
泊施設（旅館、民宿）は食事付き施設 17、素泊 5、建設会社は 5 社あった。
・　第 1 次制限給水 15% 削減の結果は確認出来た。観光客数最大（3725 人）の 8 月（表 5）
を第 1 次制限給水で乗り切れた意味は大きかった。
・　第 2 次制限給水（夜間 8H 断水）は 30% 削減を期待したが、そこまでの効果を確認出
来なかった。夜間 8H 断水＋昼間 2H 断水時間 = 10 時間を開始するが、効果が明瞭に現
れず、直ぐに更に夜間断水 1H 強化、断水時間 11 時間、2 回の強化を追加してもあまり
変わらなかった。追加措置を第 3, 4 次制限給水としなかった。
・　小笠原村診療所（清瀬、現診療所向）は父島唯一の医療施設であり、断水対象としな
かった。そのため、付近の個々の水道メータの止水弁を開閉していた。
・　第 3 次制限給水（実質第 5 次）50％削減を期待したが、断水時間 15 時間は、その後、
断水時間 18 時間、給水時間合計 6 時間（実質第 6 次）とした。50％削減できれば 12 月
下旬まで　持ちこたえられると推測した。
・　11 月に入り曇雨がちの日が続き、11/6 の大雨で第 3 次制限（6 日間）を第 1 次に戻し













区分／月 4 5 6 7 8 9 10 11 12







　 　夜間断水の影響をもろに受けたのは夜間営業する飲食店 * で、水の汲み置きに苦労し
たようである。


























































気象庁（2018）各種データ・資料 > 過去の気象データ・ダウンロード > 父島気象観測所
データ




延島冬生（1998 ～）父島の山々 > 飯森山 
http：//bonin-islands.world.coocan.jp/yama-chichi.htm
延島冬生（1999a ～）小笠原現代日本語事典 本文 > 村政確立 
http：//bonin-islands.world.coocan.jp/dialect_bn.htm








小笠原村（1980a）水事情のお知らせ 『村民だより』No.140 昭和 55 年 10 月 4 日
延島：1980 年 父島断水日記
― 45 ―
小笠原村（1980b）水事情のお知らせ 『村民だより』No.141 昭和 55 年 11 月 1 日
小笠原村（1980c）囲み文字 『村民だより』No.142 昭和 55 年 11 月 29 日
小笠原村（1980d）小笠原村職員配置表（一般職）















東京都小笠原支庁（1980a）『事業概要 昭和 55 年』11-12．
東京都小笠原支庁（1980b）『事業概要 昭和 55 年』52-53．
東京都小笠原支庁（1980c）東京都小笠原支庁職員配置表
